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３. 重点施策と取組アイデア

目標３ グローバル視点での魅力向上

■重点施策⑤：都市型MICE機能の強化

目標４ ビジネスと居住を支える都市インフラ整備

■重点施策⑥：国内外におけるシティプロモーションの実施

水都大阪のシンボルアイランド 中之島
ビジネス・文化・自然の融合が生み出すクリエイティブ・ライフ

■重点施策⑦：ICTを活用したスマートアイランドの実現

■重点施策⑧：エリアコミュニティの醸成

課題

・快適な島内移動（回遊）を可能と
する脱炭素型交通システムの導入
を目指す

・ICTを活用した島内外最適運用
（シームレスな連携・移動、混雑
回避、ピークシフト他）を図る

⑴環境性の高いモビリティにより快適な移動を実現する

・クリーンエネルギーの利用やエネ
ルギー効率の向上により脱炭素社
会の実現を目指す

・エネルギーマネジメントの高度化
による災害時も含めたエネルギー
の安定供給の実現を図る

対策 既存の各種インフラにICTを活用した最先端技術等を導入すること
で、モデルケースとなりうるスマートアイランドを実現する

各種インフラの整備が進められているなかで、環境や安全・安心に
配慮した持続的なまちの運営が求められている

課題

・ICT利活用含めハード、ソフト両
面から災害に強いまちづくりに取
り組む

・新型コロナウイルス感染症の経験
を踏まえ、今後の避難スペースや
防災の在り方を検討する

⑴エリア防災等に関して自助・共助・公助体制を構築する

・各種団体により実施されている
様々なイベントを継続的に実施し、
コミュニティを育む

・大阪で活動するエリアマネジメン
ト団体や全国の団体と連携し、さ
らなる活力とにぎわいを生み出す

・産学官と地域コミュニティの連携
を図り、次世代の担い手を育む

⑵多様な都市活動の実践でまちに活気を生み出す

対策 企業間だけでなく企業と住民、あるいは住民相互のコミュニケー
ションの醸成を図り、結束力のあるコミュニティを構築する

6丁目を中心に住民が増加するなかで、スムーズな情報共有や地域
活動に関わることのできる仕組みづくりが求められている

課題

・外国語表記を含む、シンプルで
分かりやすいサインや案内板を
整備する

・言語や文化の違いを超え、多様
な人々を受け入れる環境整備を
進める

⑴MICE受入環境を整備する

・文化施設や水辺空間を活用した
中之島ならではのユニークベ
ニューを創出し、国際会議誘致
などのアピールポイントとする

・産学官が連携し、国際的な会議
や文化交流イベントを誘致する

対策 未来医療国際拠点など都市型MICE拠点としての機能強化に向け、
新規開業施設と連携したハード、ソフト両面での受入体制の強化
を行う

大規模な国際会議場や宿泊施設が立地している強みを活かし、様々
なMICEニーズに対応できる更なる魅力強化の取組みが必要である

課題

・グローバル企業やハイエンド
人材に中之島エリアへの関心
を持ってもらうためにHPなど
で情報を発信する

・展示会出展などの際に中之島
エリアの魅力を伝えるパンフ
レットを制作する

⑴プロモーションツールを整備する

・中之島エリアへ企業を誘致す
るため、関係施設・関係機関
の連携を強化する

・外国人が長期滞在できる環境
としてサービスアパートメン
ト・賃貸住宅などを整備する

⑵外国人が長期滞在できる環境を整備する

対策 「大阪におけるMICE推進方針」のなかで主要MICE拠点として位置
づけられており、産学官関係者が連携し、シティセールスを国内外
で展開する

関西、大阪、さらには中之島のブランド力が相対的に低く、「水都
大阪のシンボルアイランド」としての魅力が国内外に十分に訴求出
来ていない

⑵文化施設や水辺を活用したユニークベニューを創出する

新型コロナ禍版のガイドライン
（大阪市 令和2年5月作成）

中之島なつまつり

カメラ・センサーを活用した
災害時の異常混雑・滞留状況の把握

他エリア・他団体との連携 教育を通したまちと住民の連携

エネルギー（電気・熱）の面的利用・ネットワーク化

創 蓄 省

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

BEMS
HEMS
MEMS

CEMS
AEMS

ICTを活用したエネルギーマネジメントシステムにより、エリア全体をネットワーク化

エネルギー源
の最適運用
で、環境性、
経済性だけで
なく、災害に
も強いまちへ

他分野との
情報連携
で、サステナ
ブルなまちへ

再生可能エネルギー
により、エネルギーを
「創」る

エネルギーを「蓄」え、
ピークカットや非常時
電源として利活用する

効率的使用により、「省」
エネルギー化を図る、未利
用エネルギーを活用する

太陽光・風力発電・水素など
蓄電池・V2X・蓄熱槽
非常用発電機 など

高効率ヒートポンプ、ZEB・ZEH、
河川水・地下水熱・地中熱利用等

ICTを活用したエネルギーマネジメント高度化・ネットワーク化河川水を利用した地域冷暖房システム

中之島の特性を活かした移動サービス
（株式会社e5ラボ提供）

世界中の人々に安心して快適な食体験
を可能にする食品表示イラスト

中之島まちみらい協議会により
運営されているWebサイト

大阪国際会議場とリーガロイヤルホテルは
連絡通路で連結し、機能補完が可能

2024年春開業の未来医療国際拠点には
カンファレンスセンターの設置が予定されている

歴史的建造物や公共空間などで
地域特性を演出するユニークベニュー

外国人に対応したサービスアパートメント 多様な滞在スタイルを提供することで来街のきっかけを増やす

充実した音響、照明、映像、同時通訳設備を備えた特別会議場や
約2,800名収容可能なメインホールをもつ大阪国際会議場

⑵多様なエネルギーのネットワーク化・マネジメント
高度化により持続可能なまちづくりを推進する

ドローンを活用した
災害時の情報収集

中之島の魅力を伝えるパンフレットの作成 展示会に出展し中之島をPR

建築単体から街区、エリア単位に波及

多様なモビリティが島内外をシームレスに連携するイメージ

陸上のモビリティ
（EV・FCV/自動運転/ﾜｲﾔﾚｽ充放電） 上空のモビリティ

（ドローンステーション/EV/自動運転）水上のモビリティ
（EV船/自動運転/ﾜｲﾔﾚｽ充放電）

既存のモビリティ
（鉄道/自動車/バス/船）

ICTを活用したモビリティのマネジメント
（MaaS、自動運転・ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ、充電・水素ｽﾃｰｼｮﾝ）

中之島地域戦略プラン


